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さまざまな災害に対応するため防災・減災対策や消防体制を充実させるとともに、市民が犯罪やトラ

ブルに巻き込まれることを未然に防ぐための取組を進めます。また、地域での助け合いや市民の意識向

上を支援するとともに、市民、企業、関係機関との連携のもと、だれもが安心して安全に暮らせるまち

をめざします。

政策１ 災害に強く安心して暮らせるまちづくり

目標 市民一人ひとりの防災意識と地域防災力・減災力が高まり、災害に強いまち

施策１ 危機管理体制の充実

自然災害などさまざまな危機事象に、迅速かつ的確に対応するため、防災協定の締結などを含む関係機関

との連携を進め、情報伝達体制や災害対応力などの強化を図ります。また、災害時にも、優先すべき行政サ

ービスが適切に提供できるよう、業務継続体制の充実を図ります。

施策２ 防災力・減災力の向上

市民の防災意識や地域防災力・減災力の向上を図るため、地域が主体となった講座や訓練などの取組が進

むよう、市民への意識啓発や自主防災組織活動への支援などを行います。

施策３ 消防・救急救命体制の充実

火災、救急、救助などに迅速かつ的確に対応できるよう、消防力の充実・強化を図ります。また、消防団

や自主消火組織などを育成するとともに、火災予防や応急手当などに関する普及啓発を行います。

政策２ 犯罪を許さないまちづくり

目標 市民一人ひとりの防犯意識や犯罪を許さないという気運が高まり、だれもが安心安全に暮らせるまち

施策１ 防犯力の向上

地域の防犯力を向上させるため、地域の見守り活動の支援などを行います。また、市民一人ひとりの防犯

意識を高めるため、警察や防犯協議会などと連携した防犯講座や広報活動などに取り組みます。

施策２ 消費者意識の向上

詐欺などの被害を未然に防止するため、消費者教育や啓発を進めます。また、多様化・複雑化する消費生

活相談に的確に対応できるよう、関係機関との連携を強化しながら、消費者保護の取組を進めます。

大綱 防災・防犯
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◆大綱２　防犯・防災【建設事業関係（ハード事業）】******************************************************************************

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

消防本部 総務予防室

阪急南千里駅西側の第１３駐車場
跡地に北消防署、中消防庁舎、南
千里庁舎及び教育センター等の各
機能を集約した「北部消防庁舎等
複合施設」の建設を行う。

消耗品費等 設計委託料等
建設工事費、工
事監理委託料

建設工事費、工
事監理委託料

建設工事費、工
事監理委託料北部消防庁舎等複合施設

建設事業

消防本部 警防救急室

防火衣や消防ホース等、消防装備
品を充実させ災害対応力の向上に
努める。

G20サミット関
連資機材

ドローンカメ
ラ、小型動力ポ

ンプ１台

小型動力ポンプ
１台

小型動力ポンプ
１台

消防本部 警防救急室

消防関係車両を更新計画に基づき
更新する。

消防車両等 消防車両等 消防車両等 消防車両等 消防車両等

消防本部 総務予防室
老朽化と耐震性に問題がある北消
防署を、中消防庁舎と集約化し第
１３駐車場跡地に移転整備すると
ともに、移転後の北消防署跡地に
消防出張所の建設を計画し、市北
部地域の消防力を強化する。

北消防署跡地出
張所建設工事実
施設計委託料

北消防署跡地出
張所建設工事

費、工事監理委
託料

中消防庁舎・北
消防署解体設計

委託料北消防署再整備事業

防災関連システム運営管
理事業

防災用備蓄倉庫整備事業

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
概要

事業費（千円）

総務部 危機管理室

吹田市地域防災計画及び吹田市備
蓄計画に基づき備蓄体制の強化を
図ることを目的として防災用備蓄
倉庫を整備する。

ＪＲ以南、山田
千里丘地域整備

費

片山・岸部、千
里山・佐井寺、
豊津南吹田整備

費

片山・岸部、千
里山・佐井寺、
豊津南吹田整備

費

一般会計

一般会計

消防本部 総務予防室

消防庁舎等を公共施設最適化も踏
まえて適切に維持管理する。

南署トイレ改修
工事、東署給水
管等改修工事設

計委託料

東署給水管等改
修工事

２－１－１　危機管理体制の充実

２－１－３　消防・救急救命体制の充実

消防車両更新事業

消防装備品整備事業

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
概要

事業費（千円）

総務部 危機管理室

吹田市地域防災計画に基づき、防
災体制の充実を図るために市防災
行政無線等の各種システムを整備
する。

防災行政無線中
継局及び屋外拡
声局増設工事

消防庁舎等改修事業
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*****************************************************************************************　◆大綱２　防災・防犯【建設事業関係（ハード事業）】

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

消防本部 警防救急室
大規模災害等に対応するため、可
搬式小型動力ポンプを整備し、地
域住民による自主防火組織を育成
することにより、地域防災体制の
向上を図り、災害に強い安全なま
ちづくりを推進する。

可搬式小型動力
ポンプ一式１台

可搬式小型動力
ポンプ一式１台

可搬式小型動力
ポンプ一式１台

可搬式小型動力
ポンプ一式１台

可搬式小型動力
ポンプ一式１台可搬式小型動力ポンプ整

備事業

防火水槽整備事業

消防本部 警防救急室

震災時や水道断水時にも有効な耐
震性防火水槽を公共施設等に整備
する。

耐震性防火水槽
１基

耐震性防火水槽
１基

耐震性防火水槽
１基

耐震性防火水槽
１基

耐震性防火水槽
１基

◆大綱２　防犯・防災【建設事業関係（ハード事業）】******************************************************************************

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

消防本部 総務予防室

阪急南千里駅西側の第１３駐車場
跡地に北消防署、中消防庁舎、南
千里庁舎及び教育センター等の各
機能を集約した「北部消防庁舎等
複合施設」の建設を行う。

消耗品費等 設計委託料等
建設工事費、工
事監理委託料

建設工事費、工
事監理委託料

建設工事費、工
事監理委託料北部消防庁舎等複合施設

建設事業

消防本部 警防救急室

防火衣や消防ホース等、消防装備
品を充実させ災害対応力の向上に
努める。

G20サミット関
連資機材

ドローンカメ
ラ、小型動力ポ

ンプ１台

小型動力ポンプ
１台

小型動力ポンプ
１台

消防本部 警防救急室

消防関係車両を更新計画に基づき
更新する。

消防車両等 消防車両等 消防車両等 消防車両等 消防車両等

消防本部 総務予防室
老朽化と耐震性に問題がある北消
防署を、中消防庁舎と集約化し第
１３駐車場跡地に移転整備すると
ともに、移転後の北消防署跡地に
消防出張所の建設を計画し、市北
部地域の消防力を強化する。

北消防署跡地出
張所建設工事実
施設計委託料

北消防署跡地出
張所建設工事

費、工事監理委
託料

中消防庁舎・北
消防署解体設計

委託料北消防署再整備事業

防災関連システム運営管
理事業

防災用備蓄倉庫整備事業

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
概要

事業費（千円）

総務部 危機管理室

吹田市地域防災計画及び吹田市備
蓄計画に基づき備蓄体制の強化を
図ることを目的として防災用備蓄
倉庫を整備する。

ＪＲ以南、山田
千里丘地域整備

費

片山・岸部、千
里山・佐井寺、
豊津南吹田整備

費

片山・岸部、千
里山・佐井寺、
豊津南吹田整備

費

一般会計

一般会計

消防本部 総務予防室

消防庁舎等を公共施設最適化も踏
まえて適切に維持管理する。

南署トイレ改修
工事、東署給水
管等改修工事設

計委託料

東署給水管等改
修工事

２－１－１　危機管理体制の充実

２－１－３　消防・救急救命体制の充実

消防車両更新事業

消防装備品整備事業

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
概要

事業費（千円）

総務部 危機管理室

吹田市地域防災計画に基づき、防
災体制の充実を図るために市防災
行政無線等の各種システムを整備
する。

防災行政無線中
継局及び屋外拡
声局増設工事

消防庁舎等改修事業
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◆大綱２　防犯・防災【制度等の施策関係（ソフト事業）】***************************************************************************

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

「国民保護法」をはじめとする関係法令、「国民の保護に関する基本指針」及び「大阪
府国民保護計画」に基づき武力攻撃や緊急対処事態等に対応するため、吹田市国民保護
計画の改訂及び訓練等を通じて体制強化を図る。 継

続
－国民保護法関連事業

防災用備蓄倉庫整備事業 －

総務部 危機管理室
吹田市地域防災計画に基づき、防災体制の充実を図るため各種防災関連システムの構築
や運営管理を行う。

継
続

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
事業費（千円）

区分 拡充/縮小の内容

防災関連システム運営管
理事業

防災体制推進事業

総務部 危機管理室

災害対応業務に必要な従事職員用被服等を貸与する。
継
続

－

総務部 危機管理室
吹田市地域防災計画及び吹田市備蓄計画に基づき備蓄体制の強化を図ることを目的とし
て、防災用備蓄倉庫を整備、運用する。

継
続

総務部 危機管理室

総務部 危機管理室

平成２０年度に導入した避難所生活者用の災害時シャワーシステムの維持管理を行う。

ー

継
続

－

総務部 危機管理室
災害発生時における初動体制及び応急対策の確立を図るとともに、防災意識の向上を図
るために吹田市地域防災総合訓練及び吹田市一斉合同防災訓練のほか、各種災害対応訓
練を実施する。 継

続
－

災害時シャワーシステム
保守点検事業

防災訓練事業

地域防災計画推進事業
継
続

－

南海トラフ巨大地震（海溝型）や上町断層帯地震（都市直下型）等の自然災害に対応す
るため、地域防災計画の改訂及び行動計画等の策定・改訂を行う。

２－１－１　危機管理体制の充実

総務部 危機管理室
大阪府及び府内各市町村が協議会形式で防災情報システム（おおさか防災ネット）を構
築し運用。住民への災害情報の充実化を図る。

継
続

－防災情報充実強化事業

総務部 危機管理室

**************************************************************************************　◆大綱２　防災・防犯【制度等の施策関係（ソフト事業）】

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

一般会計

一般会計

市職員として経験した専門性を活かし、災害初動期の各部の防災体制の充実を図るた
め、吹田市退職職員を災害専門ボランティアとして登録し、育成する。

市民部 市民自治推進室

市民部 市民自治推進室

市民部 市民自治推進室

災害ボランティア育成事
業

非常用物資備蓄事業

継
続

－
火災等共済基金積立事業
（特別会計）

市民生活の安心と安全を図るために、火災等による被害を受けた者を救済する相互扶助
制度を設け、加入者が現に居住する建物が火災等の被害に見舞われた場合、被害の程度
に応じて見舞金の給付を行う。 継

続
－

火災等共済給付事業（特
別会計）

総務部 危機管理室

避難行動、避難生活が円滑に行われるよう案内板等の設置、維持補修等を行う。
継
続

－避難所等整備事業

総務部 危機管理室

総務部 危機管理室

継
続

－

市民生活の安心と安全を図るために、交通事故による被害を受けた者を救済する相互扶
助制度を設け、加入者が交通事故により死亡又は傷害を負った場合、被害の程度に応じ
て見舞金の給付を行う。 継

続
－

交通災害共済給付事業
（特別会計）

市民生活の安心と安全を図るために、交通事故による被害を受けた者を救済する相互扶
助制度を設け、安定した制度運営に必要な加入促進事務を行う。

継
続

－
交通災害共済加入事業
（特別会計）

吹田市備蓄計画に基づき、非常用物資の備蓄を行う。また、非常用物資の中で消費期限
切れとなった物資については、更新を行う。

継
続

－

「吹田市新型インフルエンザ等対策に係る備蓄方針」に従い、新型インフルエンザ等の
発生時における職員等への感染防止を目的とした感染防止対策用物資を備蓄し、又は備
蓄物資を更新する。 継

続
－

職員等感染防止対策業務
用物資備蓄事業（新型イ
ンフルエンザ等対策）

市民生活の安心と安全を図るために、火災等による被害を受けた者を救済する相互扶助
制度を設け、安定した制度運営に必要な加入促進事務を行う。

継
続

－
火災等共済加入事業（特
別会計）

総務部 人事室

市民部 市民自治推進室

市民部 市民自治推進室
吹田市交通災害・火災等共済条例第１４条に規定する火災等共済見舞金及び死亡弔慰金
の支払いに要する財源に不足を生じたときの資金を積立てる。

－ 38 －



**************************************************************************　◆大綱２　防災・防犯【制度等の施策関係（ソフト事業）】

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

市民部 市民自治推進室
市民生活の安心と安全を図るために、火災等による被害を受けた者を救済する相互扶助
制度を設け、加入者が現に居住する建物が火災等の被害に見舞われた場合、被害の程度
に応じて見舞金の給付を行う。 継

続
－火災等共済給付事業

市民部 市民自治推進室
吹田市交通災害・火災等共済条例第１４条に規定する火災等共済見舞金及び死亡弔慰金
の支払いに要する財源に不足を生じたときの資金を積立てる。

継
続

－火災等共済基金積立事業

市民部 市民自治推進室
市民生活の安心と安全を図るために、火災等による被害を受けた者を救済する相互扶助
制度を設け、安定した制度運営に必要な加入促進事務を行う。

継
続

－火災等共済加入事業

市民部 市民自治推進室
市民生活の安心と安全を図るために、交通事故による被害を受けた者を救済する相互扶
助制度を設け、加入者が交通事故により死亡又は傷害を負った場合、被害の程度に応じ
て見舞金の給付を行う。 継

続
－交通災害共済給付事業

総務部 人事室
「吹田市新型インフルエンザ等対策に係る備蓄方針」に従い、新型インフルエンザ等の
発生時における職員等への感染防止を目的とした感染防止対策用物資を備蓄し、又は備
蓄物資を更新する。 継

続
－

職員等感染防止対策業務
用物資備蓄事業（新型イ
ンフルエンザ等対策）

市民部 市民自治推進室
市民生活の安心と安全を図るために、交通事故による被害を受けた者を救済する相互扶
助制度を設け、安定した制度運営に必要な加入促進事務を行う。

継
続

－交通災害共済加入事業

総務部 危機管理室

避難行動、避難生活が円滑に行われるよう案内板等の設置、維持補修等を行う。
継
続

－避難所等整備事業

一般会計

総務部 危機管理室
吹田市備蓄計画に基づき、非常用物資の備蓄を行う。また、非常用物資の中で消費期限
切れとなった物資については、更新を行う。

継
続

－非常用物資備蓄事業

一般会計

総務部 危機管理室
市職員として経験した専門性を活かし、災害初動期の各部の防災体制の充実を図るた
め、吹田市退職職員を災害専門ボランティアとして登録し、育成する。

継
続

－
災害ボランティア育成事
業

一般会計

◆大綱２　防犯・防災【制度等の施策関係（ソフト事業）】***************************************************************************

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

「国民保護法」をはじめとする関係法令、「国民の保護に関する基本指針」及び「大阪
府国民保護計画」に基づき武力攻撃や緊急対処事態等に対応するため、吹田市国民保護
計画の改訂及び訓練等を通じて体制強化を図る。 継

続
－国民保護法関連事業

防災用備蓄倉庫整備事業 －

総務部 危機管理室
吹田市地域防災計画に基づき、防災体制の充実を図るため各種防災関連システムの構築
や運営管理を行う。

継
続

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
事業費（千円）

区分 拡充/縮小の内容

防災関連システム運営管
理事業

防災体制推進事業

総務部 危機管理室

災害対応業務に必要な従事職員用被服等を貸与する。
継
続

－

総務部 危機管理室
吹田市地域防災計画及び吹田市備蓄計画に基づき備蓄体制の強化を図ることを目的とし
て、防災用備蓄倉庫を整備、運用する。

継
続

総務部 危機管理室

総務部 危機管理室

平成２０年度に導入した避難所生活者用の災害時シャワーシステムの維持管理を行う。

ー

継
続

－

総務部 危機管理室
災害発生時における初動体制及び応急対策の確立を図るとともに、防災意識の向上を図
るために吹田市地域防災総合訓練及び吹田市一斉合同防災訓練のほか、各種災害対応訓
練を実施する。 継

続
－

災害時シャワーシステム
保守点検事業

防災訓練事業

地域防災計画推進事業
継
続

－

南海トラフ巨大地震（海溝型）や上町断層帯地震（都市直下型）等の自然災害に対応す
るため、地域防災計画の改訂及び行動計画等の策定・改訂を行う。

２－１－１　危機管理体制の充実

総務部 危機管理室
大阪府及び府内各市町村が協議会形式で防災情報システム（おおさか防災ネット）を構
築し運用。住民への災害情報の充実化を図る。

継
続

－防災情報充実強化事業

総務部 危機管理室

**************************************************************************************　◆大綱２　防災・防犯【制度等の施策関係（ソフト事業）】

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

一般会計

一般会計

市職員として経験した専門性を活かし、災害初動期の各部の防災体制の充実を図るた
め、吹田市退職職員を災害専門ボランティアとして登録し、育成する。

市民部 市民自治推進室

市民部 市民自治推進室

市民部 市民自治推進室

災害ボランティア育成事
業

非常用物資備蓄事業

継
続

－
火災等共済基金積立事業
（特別会計）

市民生活の安心と安全を図るために、火災等による被害を受けた者を救済する相互扶助
制度を設け、加入者が現に居住する建物が火災等の被害に見舞われた場合、被害の程度
に応じて見舞金の給付を行う。 継

続
－

火災等共済給付事業（特
別会計）

総務部 危機管理室

避難行動、避難生活が円滑に行われるよう案内板等の設置、維持補修等を行う。
継
続

－避難所等整備事業

総務部 危機管理室

総務部 危機管理室

継
続

－

市民生活の安心と安全を図るために、交通事故による被害を受けた者を救済する相互扶
助制度を設け、加入者が交通事故により死亡又は傷害を負った場合、被害の程度に応じ
て見舞金の給付を行う。 継

続
－

交通災害共済給付事業
（特別会計）

市民生活の安心と安全を図るために、交通事故による被害を受けた者を救済する相互扶
助制度を設け、安定した制度運営に必要な加入促進事務を行う。

継
続

－
交通災害共済加入事業
（特別会計）

吹田市備蓄計画に基づき、非常用物資の備蓄を行う。また、非常用物資の中で消費期限
切れとなった物資については、更新を行う。

継
続

－

「吹田市新型インフルエンザ等対策に係る備蓄方針」に従い、新型インフルエンザ等の
発生時における職員等への感染防止を目的とした感染防止対策用物資を備蓄し、又は備
蓄物資を更新する。 継

続
－

職員等感染防止対策業務
用物資備蓄事業（新型イ
ンフルエンザ等対策）

市民生活の安心と安全を図るために、火災等による被害を受けた者を救済する相互扶助
制度を設け、安定した制度運営に必要な加入促進事務を行う。

継
続

－
火災等共済加入事業（特
別会計）

総務部 人事室

市民部 市民自治推進室

市民部 市民自治推進室
吹田市交通災害・火災等共済条例第１４条に規定する火災等共済見舞金及び死亡弔慰金
の支払いに要する財源に不足を生じたときの資金を積立てる。
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◆大綱２　防犯・防災【制度等の施策関係（ソフト事業）】***************************************************************************

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

環境部 資源循環エネル
ギーセンター

吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、環境部における具体的な行動を進
めるための、業務上必要な物資を備蓄する。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（エネル
ギーセンター）

環境部 破砕選別工場
吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、環境部における具体的な行動を進
めるための、業務上必要な物資を備蓄する。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（破砕選
別工場）

環境部 事業課

災害時に備えて備蓄している災害用トイレ及び消耗品等の管理、更新を行う。
拡
充

災害用トイレ購入による拡
充

災害用簡易トイレ管理事
業

一般会計

環境部 地域環境課
吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、環境部における具体的な行動を進
めるための、業務上必要な物資を備蓄する。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（地域環
境課）

環境部 事業課
吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、環境部における具体的な行動を進
めるための、業務上必要な物資を備蓄する。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（事業
課）

健康医療部 地域医療推進
室休日急病診療所

新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、新型インフルエンザ等の災害時に備え、
物資の備蓄等を行う。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（休日急
病診療所）

健康医療部 保健センター
新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、新型インフルエンザ等の災害時に備え、
物資の備蓄等を行う。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（保健セ
ンター）

市民部 市民自治推進室
吹田市交通災害・火災等共済条例第１０条に規定する交通災害共済見舞金の支払いに要
する財源に不足を生じたときの資金を積立てる。

継
続

－
交通災害共済基金積立事
業

市民部 市民自治推進室

大規模火災等発生時の見舞金準備金。
継
続

－
火災等共済予備費管理事
業
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**************************************************************************************　◆大綱２　防災・防犯【制度等の施策関係（ソフト事業）】

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

継
続

－消防庁舎等改修事業

継
続

－
消防職員教育・訓練充実
事業

２－１－３　消防・救急救命体制の充実

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
事業費（千円）

区分 拡充/縮小の内容

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
事業費（千円）

区分 拡充/縮小の内容

総務部 危機管理室

派遣研修等による消防職員の教育及び訓練を実施し、現場対応能力の維持向上を図る。

消防本部 総務予防室

消防全般の経常経費を主としており、消防業務の円滑な遂行及び適切な維持管理を図
る。

拡
充

Net119導入に伴う通信料
による拡充

消防総務事業

総務部 危機管理室
地域防災力の向上を図るため、地域防災の担い手として地域防災リーダを育成し、あわ
せて地域防災リーダーに対するフォローアップ・レベルアップを目的とした講習や研修
を行う。 継

続
－防災リーダー育成事業

災害対策の周知や防災意識の向上を目的とし、防災ハンドブックやハザードマップ等の
作成・改訂を行い、配布する。

継
続

－
防災ハンドブックの作
成・改訂事業

総務部 危機管理室

総務部 危機管理室

地域における防災力の向上を図るため、自主防災組織の結成支援を行う。単一自治会等
の単位で結成された自主防災組織に対し、初期救助等に必要な防災用資機材の給付を行
う。 継

続
－防災用資機材給付事業

吹田市災害時救急医療器具等整備事業等補助金交付要領（平成２１年４月制定）に基
き、必要な医療器具等の整備を実施する医師会に対して補助を実施する。

継
続

－
災害時救急医療器具等整
備事業等補助事業

消防本部 総務予防室

消防庁舎等を公共施設最適化も踏まえて適切に維持管理する。

消防本部 総務予防室

２－１－２　防災力・減災力の向上

◆大綱２　防犯・防災【制度等の施策関係（ソフト事業）】***************************************************************************

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

交通災害・火災等共済特別会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

環境部 資源循環エネル
ギーセンター

吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、環境部における具体的な行動を進
めるための、業務上必要な物資を備蓄する。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（エネル
ギーセンター）

環境部 破砕選別工場
吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、環境部における具体的な行動を進
めるための、業務上必要な物資を備蓄する。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（破砕選
別工場）

環境部 事業課

災害時に備えて備蓄している災害用トイレ及び消耗品等の管理、更新を行う。
拡
充

災害用トイレ購入による拡
充

災害用簡易トイレ管理事
業

一般会計

環境部 地域環境課
吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、環境部における具体的な行動を進
めるための、業務上必要な物資を備蓄する。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（地域環
境課）

環境部 事業課
吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、環境部における具体的な行動を進
めるための、業務上必要な物資を備蓄する。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（事業
課）

健康医療部 地域医療推進
室休日急病診療所

新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、新型インフルエンザ等の災害時に備え、
物資の備蓄等を行う。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（休日急
病診療所）

健康医療部 保健センター
新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、新型インフルエンザ等の災害時に備え、
物資の備蓄等を行う。

継
続

－
新型インフルエンザ等対
策物資備蓄事業（保健セ
ンター）

市民部 市民自治推進室
吹田市交通災害・火災等共済条例第１０条に規定する交通災害共済見舞金の支払いに要
する財源に不足を生じたときの資金を積立てる。

継
続

－
交通災害共済基金積立事
業

市民部 市民自治推進室

大規模火災等発生時の見舞金準備金。
継
続

－
火災等共済予備費管理事
業
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◆大綱２　防犯・防災【制度等の施策関係（ソフト事業）】***************************************************************************

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

－救急隊増隊検討事業

消防本部 総務予防室
総務省消防庁が示す「消防力の整備指針」を基本に本市に必要な消防力及び適切な消防
組織機構を構築する。また、国及び府が推進する消防広域化及び消防本部間における水
平連携の強化等を検討する。 継

続
－

消防力の整備及び消防組
織機構の検討事業

－
予防査察・自主防火管理
充実事業

継
続

－
自主防火組織育成強化事
業

消防本部 警防救急室
警防活動に要する経常経費を主としており、適切な消火栓の整備等により、警防活動体
制の充実を図る。

継
続

－警備活動事業

消防本部 総務予防室
地元住民等で構成する消防団の運営に要する経費や補助金を交付し、地域防災力の強化
を図る。

継
続

－消防団運営事業

継
続

－教育訓練施設の整備事業

消防本部 総務予防室
感染症の予防接種を実施することにより、感染による消防体制の弱体化を防ぎ、救急・
消防業務の維持継続に努める。

継
続

－
職員健康管理・感染予防
対策事業

消防本部 総務予防室

救急の現状や件数の推移等を勘案し、継続して救急隊整備を検討する。
継
続

消防本部 総務予防室

市民に対する防火意識の普及啓発を促進し、火災の未然防止に努める。
継
続

－防火意識普及啓発事業

消防本部 総務予防室
高度化が進む予防業務に対応するため、予防担当職員の資質向上に努め、査察による現
地指導を充実させることで自主防火管理体制の徹底を図る。

継
続

消防本部 総務予防室
署所の施設状況等により訓練やトレーニングが充分実施できない場合があるため、訓練
施設の整備と合わせて計画的なトレーニング機器等の整備を図るもの。

消防本部 総務予防室
防火意識の啓発と初期消火を目的とした家庭防火クラブの設立を促し、指導育成を図
る。また、幼年期からの防火意識の啓発を目的として、幼年消防クラブの育成を図る。
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**************************************************************************************　◆大綱２　防災・防犯【制度等の施策関係（ソフト事業）】

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

消防本部 警防救急室
救急講習等を通じて住民に応急手当を普及・啓発し、住民の救護能力の向上を図るとと
もに、救急現場における救命のリレーにより、救命率の向上を図る。

継
続

－応急手当普及啓発事業

－消防車両整備事業

継
続

－消防装備品整備事業

継
続

－救急活動事業

消防本部 警防救急室

救急救命士の資格取得を推進し、重症傷病者の救命率向上を図る。
継
続

－
救急救命士資格取得推進
事業

消防本部 警防救急室

救急車積載資器材の保守点検などを実施し、維持管理に努める。
継
続

－
高規格救急自動車等資器
材整備事業

救助活動に要する経常経費を主としており、救助隊員の資質向上に努めることにより、
救助活動体制の充実を図る。

継
続

－救助活動事業

消防本部 警防救急室

あらゆる災害事案に対応するため、情勢に適応した救助資器材を適宜整備する。
継
続

－救助資器材等整備事業

継
続

－救急業務体制整備事業

消防本部 警防救急室

消防本部 警防救急室

消防関係車両の点検及び整備を実施する。
継
続

消防本部 警防救急室

防火衣や消防ホース等、消防装備品を充実させ災害対応力の向上に努める。

消防本部 警防救急室
救急活動に要する経常経費を主としており、適切な現場活動が実施できるよう、救急資
器材等を整備し、救急救命体制の充実を図る。

消防本部 警防救急室
救急活動の事後検証等、その他教育を含めたメディカルコントロール体制の充実強化を
行う。

◆大綱２　防犯・防災【制度等の施策関係（ソフト事業）】***************************************************************************

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

－救急隊増隊検討事業

消防本部 総務予防室
総務省消防庁が示す「消防力の整備指針」を基本に本市に必要な消防力及び適切な消防
組織機構を構築する。また、国及び府が推進する消防広域化及び消防本部間における水
平連携の強化等を検討する。 継

続
－

消防力の整備及び消防組
織機構の検討事業

－
予防査察・自主防火管理
充実事業

継
続

－
自主防火組織育成強化事
業

消防本部 警防救急室
警防活動に要する経常経費を主としており、適切な消火栓の整備等により、警防活動体
制の充実を図る。

継
続

－警備活動事業

消防本部 総務予防室
地元住民等で構成する消防団の運営に要する経費や補助金を交付し、地域防災力の強化
を図る。

継
続

－消防団運営事業

継
続

－教育訓練施設の整備事業

消防本部 総務予防室
感染症の予防接種を実施することにより、感染による消防体制の弱体化を防ぎ、救急・
消防業務の維持継続に努める。

継
続

－
職員健康管理・感染予防
対策事業

消防本部 総務予防室

救急の現状や件数の推移等を勘案し、継続して救急隊整備を検討する。
継
続

消防本部 総務予防室

市民に対する防火意識の普及啓発を促進し、火災の未然防止に努める。
継
続

－防火意識普及啓発事業

消防本部 総務予防室
高度化が進む予防業務に対応するため、予防担当職員の資質向上に努め、査察による現
地指導を充実させることで自主防火管理体制の徹底を図る。

継
続

消防本部 総務予防室
署所の施設状況等により訓練やトレーニングが充分実施できない場合があるため、訓練
施設の整備と合わせて計画的なトレーニング機器等の整備を図るもの。

消防本部 総務予防室
防火意識の啓発と初期消火を目的とした家庭防火クラブの設立を促し、指導育成を図
る。また、幼年期からの防火意識の啓発を目的として、幼年消防クラブの育成を図る。
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◆大綱２　防犯・防災【制度等の施策関係（ソフト事業）】***************************************************************************

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

総務部 危機管理室 地域の防犯活動の活性化を図るため、防犯ボランティアの育成や活動の支援を行う。ま
た、防犯講座や情報提供など啓発活動を行い、地域の防犯意識の高揚を図る。
平成３１年度に防犯体制整備事業及び安心安全ドライブレコーダー普及促進事業を統
合。

継
続

－地域防犯推進事業

総務部 危機管理室
安心安全の都市（まち）づくり宣言に基づき、安心安全に関わる全ての団体・機関と
ネットワークを構築し、情報交換、交流を通じて安心安全の都市（まち）づくりを推進
する。 継

続
－

安心安全の都市づくり推
進事業

総務部 危機管理室
地域で青色防犯パトロール活動を行う団体に対して、燃料費等の補助を実施。新たな青
パト隊の結成支援を行うとともに、地域青色防犯パトロール隊が一堂に会する意見交換
会の開催など補助事業以外にも地域の支援を行う。 継

続
－青パト燃料支援事業

一般会計

一般会計

一般会計

消防本部 警防救急室
大規模災害等に対応するため、可搬式小型動力ポンプを整備し、地域住民による自主防
火組織を育成することにより、地域防災体制の向上を図り、災害に強い安全なまちづく
りを推進する。 継

続
－

可搬式小型動力ポンプ整
備事業

消防本部 指令情報室
大阪市消防局を事業主体とする府下全体に係る各市負担金事業であり、医学的見地から
適切な助言を行い、必要に応じて救急車を出動させる。

継
続

－
救急安心センター運営事
業

消防本部 指令情報室
消防通信指令センターを摂津市と共同で整備し運用することで、費用面の節減効果を目
指すとともに、消防力の効果的運用による市民サービスの向上を目指す。

拡
充

Net119導入による拡充
消防通信指令事務共同運
用事業

消防本部 指令情報室
災害現場において、情報収集、災害の規模・形態の早期把握及び円滑な部隊運用を行う
とともに、火災発生の経過や出火原因の判定を通じ、類似火災の発生防止に努める。

継
続

－指令調査事業

消防本部 警防救急室
消防ポンプなどの消火用資機材を有する工場・事業所の自衛消防隊に対し育成強化を図
るため、各種研修等の参加を呼び掛けるとともに、装備等の充実強化を指導し、訓練等
の実施を推進する。 継

続
－

自衛消防組織の育成強化
事業

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
事業費（千円）

区分 拡充/縮小の内容

２－２－１　防犯力の向上
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**************************************************************************************　◆大綱２　防災・防犯【制度等の施策関係（ソフト事業）】

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

総務部 危機管理室

事業延長による拡充
特殊詐欺被害等防止対策
事業

一般会計

地域の見守りの目を増やし、早期に市全域で一定の防犯環境を整える方策として、街頭
防犯カメラを設置する。

継
続

－
公共施設等防犯カメラ設
置事業

総務部 危機管理室 地域防犯３４支部（地域の防犯委員）と職域防犯１０団体（各業種）で構成され、防犯
活動の推進・犯罪の予防・少年の非行防止等の防犯活動事業を実施する吹田防犯協議会
に対して事業補助を行う。
吹田防犯協議会は、昭和２９年（１９５４年）７月１日に吹田市の防犯活動の推進、連
絡調整等と総合防犯対策の確立を図ることを目的に設立。

継
続

－吹田市防犯活動補助事業

一般会計

市民部 市民総務室

消費生活センターの維持管理を行う。
継
続

－消費生活センター事業

市民部 市民総務室
暮らしの中から身近なテーマを選んで展示、講演などによる情報提供や啓発を行い、消
費者意識の高揚及び消費者トラブルの未然防止を図る。また、消費者の自主的な活動に
対し、支援を行う。 拡

充
若年層向け啓発活動の強化
による拡充

消費者啓発事業

市民部 市民総務室 消費生活センターにおいて商品や役務等に関する販売方法や契約等についての苦情や相
談に応じ、場合によっては、あっせん等を行うことにより、消費者利益の擁護を図る。
また、顧問弁護士に消費生活相談に関するアドバイスを受けることにより、複雑・多様
化している相談に、迅速、的確に対応する。

拡
充

若年層向け啓発活動の強化
による拡充

消費者相談事業

市民部 市民総務室
取引や証明における適正な計量を確保するため計量法に基づき定期検査や量目検査等の
立入検査を行う。

継
続

－計量事業

市民部 市民総務室
高齢者を対象に特殊詐欺被害等防止対策機器を貸与することにより特殊詐欺被害の未然
防止を図る。

拡
充

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
事業費（千円）

区分 拡充/縮小の内容

２－２－２　消費者意識の向上

◆大綱２　防犯・防災【制度等の施策関係（ソフト事業）】***************************************************************************

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

一般会計 R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

R1（19） R2（20） R3（21） R4（22） R5（23）

総務部 危機管理室 地域の防犯活動の活性化を図るため、防犯ボランティアの育成や活動の支援を行う。ま
た、防犯講座や情報提供など啓発活動を行い、地域の防犯意識の高揚を図る。
平成３１年度に防犯体制整備事業及び安心安全ドライブレコーダー普及促進事業を統
合。

継
続

－地域防犯推進事業

総務部 危機管理室
安心安全の都市（まち）づくり宣言に基づき、安心安全に関わる全ての団体・機関と
ネットワークを構築し、情報交換、交流を通じて安心安全の都市（まち）づくりを推進
する。 継

続
－

安心安全の都市づくり推
進事業

総務部 危機管理室
地域で青色防犯パトロール活動を行う団体に対して、燃料費等の補助を実施。新たな青
パト隊の結成支援を行うとともに、地域青色防犯パトロール隊が一堂に会する意見交換
会の開催など補助事業以外にも地域の支援を行う。 継

続
－青パト燃料支援事業

一般会計

一般会計

一般会計

消防本部 警防救急室
大規模災害等に対応するため、可搬式小型動力ポンプを整備し、地域住民による自主防
火組織を育成することにより、地域防災体制の向上を図り、災害に強い安全なまちづく
りを推進する。 継

続
－

可搬式小型動力ポンプ整
備事業

消防本部 指令情報室
大阪市消防局を事業主体とする府下全体に係る各市負担金事業であり、医学的見地から
適切な助言を行い、必要に応じて救急車を出動させる。

継
続

－
救急安心センター運営事
業

消防本部 指令情報室
消防通信指令センターを摂津市と共同で整備し運用することで、費用面の節減効果を目
指すとともに、消防力の効果的運用による市民サービスの向上を目指す。

拡
充

Net119導入による拡充
消防通信指令事務共同運
用事業

消防本部 指令情報室
災害現場において、情報収集、災害の規模・形態の早期把握及び円滑な部隊運用を行う
とともに、火災発生の経過や出火原因の判定を通じ、類似火災の発生防止に努める。

継
続

－指令調査事業

消防本部 警防救急室
消防ポンプなどの消火用資機材を有する工場・事業所の自衛消防隊に対し育成強化を図
るため、各種研修等の参加を呼び掛けるとともに、装備等の充実強化を指導し、訓練等
の実施を推進する。 継

続
－

自衛消防組織の育成強化
事業

部・室課名
事　業　名
予 算 科 目

事業内容
事業費（千円）

区分 拡充/縮小の内容

２－２－１　防犯力の向上

－ 45 －


